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1. はじめに

　小学校理科の授業に関する興味深い調査結果が，
下井倉他 (2014)によって示されている．彼らは学
習指導要領に示された小学校理科の学習全内容31

項目について，国公立大学の教員養成課程の理科専
攻以外の学生1815人を対象に，‘教える自信’の度
合いを調査している．その結果，最も自信がないの
は「風船とゴムの働き」で，その次に「月の見え方」
や「月と太陽」といった天体に関する項目が低いと
いうことを明らかにしている．そして，理科専攻の
学生177人の調査結果についても同じ事を示してい
る．
　そもそも，理科専攻以外の多くの学生は理科の
授業を行うことに不安を抱いている（下井倉・土
橋 , 2012; JST 2011; 森本 , 2010），これが小学校教員
の苦手意識が高いことに繋がっている．小学校教員
の苦手意識が高い原因として，小学校教員養成課程
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各自に4週間の月の観測をさせ，それを基に月の満ち欠けと地球から見た月の動き，同じ時刻に見える月の
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ルとライトを用いた月の満ち欠け実験と，月齢カレンダーを用いた月の形と月の出・入時刻の規則性の調べ
を行った．授業前より授業後に理解度は明らかに上昇したが，月と太陽と地球の位置関係を地球外からの視
点で説明する過程で，地球の自転による時刻（日本時間）の変化を太陽との位置関係から明確に理解させる
ことが重要なことがわかった．また，月を地球から見た場合の月の形と動きは，視点を地球上に転換して理
解させることが重要で，それによって学習内容の理解と教える自信の向上に繋がると考えられる．
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の教科内容学の履修要件単位数が少ない事や（佐
野 , 2010），文系大学または学部の出身者の割合が
高まった事（藤林他 , 2010; 文部科学省 , 2008）など
があろう．しかし，理科専攻の学生であっても，「月
の見え方」や「月と太陽」を教える自信の程度が低
いのは何故か．これは，「月の見え方」や「月と太陽」
の項目が現行学習指導要領で増えた項目であること
と関係しそうである．平成21年4月（2009年4月）
から徐々に移行したものの，完全実施されたのは小
学校で平成23年，中学校では平成24年である．下
井倉・土橋 (2012)の調査は，2011年4月から2012

年10月までの間で，その調査対象となった大学生
は現行の学習指導要領が実施される前の学習指導要
領により学校教育を受けてきた世代である．現在の
大学2年生が小中学校の現行指導要領（平成21年3

月公示）が完全実施された最初の年の中学３年生に
あたる．つまり“脱ゆとり教育”世代である．しか
し，彼らは平成21年3月に告示された現行の高等学
校学習指導要領と学校教育法施行規則に基づく教育
課程により，高校理科の選択科目が従来とは大きく
変わった学年でもある．
　そこで本研究では，新潟大学教育学部学校教員養
成課程の理科教育専修の2年次学生の「月の見え方」
（小学校第4学年），「月と太陽」（小学校第6学年）
及び「地球と宇宙」（中学校第3学年）で学習する「月
の満ち欠け」，「地球から見た月の動き」「月と太陽
と地球の位置関係」「月の運動(公転)と見え方」の
４つの内容についての理解度を測り，月の観察を含
む一連の実習を行った後に再度理解度を測定した．
その後のアンケートから，どのようなことが理解の
妨げになっていたかを明らかにした．これらの結果
から，「教える自信」の度合いの低さを改善するた
めに必要な指導ポイントをいくつか示したい．

2. �現行小・中学習指導要領の天体に関する学
習内容

　現行の小・中学習指導要領に示されている月に関
係する学習内容をまとめると資料1のようになる．
比較のために平成32年度から適用される新学習指
導要領の内容については資料2に示したが，学習内
容は現行とほぼ同じである．
　小学校第4学年で「月の満ち欠け」と「地球から
見た月の動き」を学習し小学校第6学年でこの学習
内容を「月と太陽と地球の位置関係」で捉えられる
ようにすることとなっている．その際，月に見立て

たボールに光をあてるなどのモデル実験を行って位
置関係を捉えるようにし，地球から見た太陽と月の
位置関係を扱うものとされている．またこれらの小
学校での学習を受け，中学校では第3学年で「月の
運動（公転）と見え方」について学習し，「月が約1ヶ
月周期で満ち欠けし同じ時刻に見える位置が毎日移
り変わっていくことを月の公転運動と関連付けてと
らえさせること」となっている．
　平成32年適用予定の学習指導要領では，観察実
験などに関する技能を身につけることと，学習内容
の追求過程で根拠のある予想や仮説を発想し，また
より妥当な考えを作りだしてそれらを表現すること
が求められる．教員の教育力の向上と学習内容の理
解が一層求められると考えられる．

3. 事前アンケート

　本研究ではまず学生の理解度を測るため，資料3

のような簡単なアンケートをとった．夕方と朝方に
東方，南方，西方に見える月の形を問うたものであ
る．月と太陽と地球の位置関係が分かっていれば，
正解できる．
しかし，表1に示すとおり，正解率はいずれの問題
に関しても38 %未満と低かった．図1に誤答例を
示したが，月の形が真上や真下を向いている回答は
例外的なものとしても，南の空に見える月が大き
く傾いていたり，朝方や夕方に南に見える月を満月
としたりする回答があるなど，月と太陽と地球の位
置関係の基本的な理解ができていないことがわかっ
た．無回答のものも多く見受けられた．全問題に無
回答だったものは24名中6名に達した．

表１　�アンケート１の回答結果（事前及び事後）の
まとめ
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4. 月の観測

　1日のうちに見られる月の位置の変化と月の形の
観測を4週間に渡って行い，最低4日間，測定可能
な時間帯に2時間おきに実施するよう指示し，その
結果をワークシート（図2）に記載させた．ワーク
シートには，測定時刻と場所，クリノメータを使っ
て測定した月の方位と仰角を記入させ，大学生の生
活事情を考慮して，同じ地点から観測することにせ
ず，複数の地点で観測できるようにした．そのため，
ワークシートの図に建物等は一切記載していない．
月の形は「正中時」の形を描くよう指示した．また，
この月の形から，月が公転軌道のどこに位置すると
予想されるかを描くよう指示した．
　その結果，月の出の時刻にも左右されるが，同じ
日に2～ 6回の測定を行っており，その中で4回の
測定を行ったものが多く，6回の測定を行ったもの
は2名であった．図２にその例を示す．地球から見
て月が弧を描くように東側から西側へと移動する位
置の変化がよく表されている．また，測定時刻の月
の傾きが変化する様子も描かれている．しかし，こ
のような例とは違って，時刻による月の傾きの変化
が表されていないワークシートを3名が作成してい
た．また「正中時」の月の形が傾いているワークシー
トを2名が作成し，2名が無記入であった．観測日
の月の位置を表す図は，間違った位置を記入した者

が1名，無記入が9名いた．

5. �異なる日の同じ時刻に見える月の位置の変
化と月の形

　4.の観測結果から，2名一組で月の形の経日変化
をまとめ（図3），全員をさらに4～ 6名の5班に分
けて，19:00 ±10分の範囲に入る月の形とその位置
を図にまとめ（図４），位置の変化を発表させた．
その結果，同じ時刻の月は，日が経つにつれて西側
から東側へ移動し，それに伴い月の形が次第に変化
することにほとんどの班が気づいていた．しかし，
間違った班が1つあった．これは，今回測定に用い
たクリノメータの性能が悪かったため，観察者に
よって仰角の測定に違いが出たため，取りまとめに
混乱を生じたことと，前もって19:00ぴったりに測
定するという指示をしなかったために，同じ時刻で
比較をすることが難しかったせいである．しかし，
大半の班が西側から東側に移動することに気づいた
ことで，同じ時刻に見える月の位置と形が変化する
ことは理解したようである．
　まとめとして，図2の月と太陽と地球の位置関係
の図において，地球の自転による日本の位置の移動
と，時刻の変化，そして月が地球の周りを公転する
ことによる地球から見える月の形の変化の組み合わ
せであることを解説した（図5）．あわせて，月の

図 差替え用

図 差替え用

表 差替え用

図１ アンケートの誤答例 　　／は無回答，－は欠席
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公転は北から俯瞰して反時計回りに公転することも
解説した．

6. �ボールとライトを用いたモデル実験による
月の形，月と太陽と地球の位置関係の理解

　実際に実験を体験することは，将来教員に採用さ
れてからの授業実践に役立つと考え，5.の解説だけ
でなく，実際に小・中学校での実験として提案され
ているボールとライトを用いた月の満ち欠けモデル
実験を4グループに分かれて行わせた．実験は非常
に簡易的なもので，白い軟式テニスボールにライト
から光を当て，それを諸々の角度から観察すること
で，色々な形に見える月について，それぞれ月と太
陽と地球の位置関係を考えさせた（図6）．しかし，
月と太陽を固定して，自分が地球としてボールの周
りを回って位置関係を理解させたため，よく理解で
きた者とよく理解できなかった者がいたようであ
る．後述のアンケート1と2の結果にそれが表れて
いる．

7. �月齢カレンダーを用いた月の月齢（形）と
出入時刻の規則性調べ

 

　これまで，地球から見える月の形は，月と太陽と
地球の位置関係によって決まることを学習させてき
た．次に，その位置関係によって日本時間の何時か
らその位置の月が見え始めるか（月の出），逆に見
えなくなるか（月の入）を地球の自転との関係から
理解させるために，まず月齢カレンダーを用いて，
月の月齢と出入時刻の規則性調べさせた（表２）．
使用した月齢カレンダーは「ちびむすドリル」のコ
ンテンツから無料ダウンロードできる「2017年（平
成29年）月齢と月の出入り時刻カレンダー（東京）」
（http://happylilac.net/pdf/calendar-geturei-t-2017.pdf）
を活用させていただいた．調べた結果から，月の出
の時刻，入の時刻と見える月の形に規則性があるこ
と，実際に自分で観測した月の形と月の入の時刻が
この調べの結果に合致することを確認できたようで
ある．

表２　月の月齢と出入時刻のまとめ

8. 事後のアンケート１（評価）

　以上のような授業の後に再びアンケート1を行
い，理解度が改善されたかを見た．正答率は，6問
とも上昇し，特に夕方見える月の形とその方角に
ついては，63.6～ 86.4 %の正答率となった（表1）．
特に半月の場合の正答率が高く（86.4 %），朝方に
見える月の場合も同じ傾向がある．しかし，朝方に
東と西の方角に見える月の形については，事前調査
より正答率は上がったものの，それぞれ45.5, 40.9 

%と低かった．
　誤答例を（図1）に示す．これを見ると，月の形

図 差替え用

図 差替え用

表 差替え用

図５ 月の公転と夕方見える月の形の解説図
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は合っていても左右が逆になっている場合が多いこ
とに気づく．しかし，事前アンケート1で正中時の
形になっていなかった回答は，ほぼ全てが正中時の
形に変わっていることがわかる．

9. アンケート２の実施と回答

　アンケート1の事後調査を行い，正解と考え方を
パワーポイントで作成した図を使って解説し正解を
示した後（図5），アンケート2を実施した（対象者
22名）．アンケート2は，次の3つについて記述式
で述べさせたもので，それぞれの回答内容は表3～
5にまとめた通りである．率（%）は，回答数を22

で割った値を百分率で示した数字である．

問１ 　授業前に行ったアンケートの問(1)～(6)に
ついて，それぞれ考え方が分かっていたか分
かっていなかったかを答えてください．また分
かっていなかった場合は，なぜ間違えたのか，
どのように考えていたかを書いてください．

問２ 　今回の授業で，新たにわかったことは何か．
また，何がわかるきっかけになったか．

問３ 　わかりにくかったところや，その理由は何か．
また，まだわからないところはどこか．

　問1の回答で「わかっていた」と回答したのはわ
ずか1名（4.5 %）で，「問題の意味が理解できなかっ
た」が全体の22.7 %と多かった（表3）．また，「月
と地球に射す太陽光の方向の考え方」（27.3 %)，「月
と太陽と地球の位置関係」（22.7 %)の２つが，わか
らなかった理由として最も多かった．別項目にした
が，「光の当たる範囲」という回答（4.5 %）を「月
と地球に射す太陽光の方向の考え方」がわからな
かったという回答に含めると，これに含まれる回答
は31.8 %に達する．
　他には，「朝方と夕方の場所」，「方角」をわから
なかった理由としてあげている回答，「地球からの
見方」がわからなかったとする回答が見られた（表
3）．
　問2の回答では，授業の成果として「同じ時刻に
同じ方位に見える月の月齢は一定」，「北から俯瞰し
て月の公転は反時計回りで，月は西側から東側に移
動」「月の満ち欠けの仕組み」がわかったとする回
答が多かった（22.7～ 31.8 %, 表4）．「月と太陽と
地球の位置関係」，「地球の自転」，「月の公転」につ
いて新たに理解した学生が，それぞれ約30 %程度

いたと言える．
　一方，問3の回答で，モデル実験による位置関係
の理解の困難性，観測に用いた仰角の測定器具のト
ラブル，測定時刻を指定しなかったために19:00 ± 

10分の月の位置のデータに不足が出たといった授
業方法の問題の他に，9名（40.6 %）から内容理解
に関する回答があった（表5）．表5には，各記述内
容について，筆者らが獲得させようとした概念の何
に相当するかを（　）で付記した．これを見ると，
「地球の自転と方位」を挙げた者が4名，「月の公転
と（3つの天体の）位置関係」を挙げた者が2名，「地
球から見た月の形」を挙げた者が3名である．これ
らは，上述の問2で2～ 3割が新たにわかったと答
えた内容をまだ理解していないことを表している．

10. 考察

　本研究では，理科教育専修の2年次学生の「月の
満ち欠け」，「地球から見た月の動き」，「月と太陽と
地球の位置関係」，「月の運動（公転）と見え方」の
4つの内容についての理解度を測り，月の観察を含
む一連の実習を行った後に，理解度を再度測定した
（事前事後のアンケート1）．正答率は上昇し，アン
ケート1の(1)～(3)と(5)は75%を超える正答率と
なった．しかし，（4)と(6)の正解率はまだ50 %に
満たず（それぞれ45.5 %と40.9 %），アンケート2

の問3では，9名（約40 %）から内容理解に困難を

表３ 差替え用 

 

 
表４ 差替え用 

 
 
表５ 差替え用 

 
 
 

問１．分からなかった理由 人数 率(%)
・太陽光の方向． 6 27.3
・月，地球，太陽の位置関係． 5 22.7
・朝方と夕方の場所．(自転と位置関係が分かっていない) 1 4.5
・地球からの見方． 1 4.5
・朝方と夕方の月は逆で，満月に近づくにつれ月は東に位置
　する思っていた． 1 4.5
・光の当たる範囲． 1 4.5
・方角．（東西南北） 1 4.5
・問題の意味が理解できなかった．分からなかった． 5 22.7
・分かっていた． 1 4.5

問２．新たに分かったこと（複数回答あり） 人数 率(%)
・同じ時刻に同じ方位に見える月の月齢は一定． 7 31.8
・北から俯瞰して月の公転は反時計回り，月は西から東に移動． 7 31.8
・月の満ち欠けの仕組み． 5 22.7
・夜に月が見えないこともある． 2 9.1
・太陽の光が一方向からくると考えていいこと． 2 9.1
・太陽と月の関係性． 2 9.1
・北から見ると地球の自転は反時計回り． 1 4.5
・満月に近づいていくときは月の右側が明るく見え，満月に
　なった後欠けていくときは左側が明るくなる． 1 4.5

問３　わかりにくかったところ，わからないところ 人数 率(%)
・なぜ太陽の光が朝方は東，夕方は西から差すのか．
　(地球の自転と方位、地球から見た太陽の動き) 2 9.1
・クリノメーターの仰角．（授業の方法） 2 9.1
・月には月齢があり，約30日周期で満ち欠けをしている．アン
　ケートの問題では夕方の18-19時の月の見え方を答えたが，
　月齢を考慮したらよいのかで，考えることが難しくなった．
　（月の公転と位置関係）

1 4.5

・ライトとボールを使ったモデル実験でその位置関係と紙の向
　きを合わせなきゃなのがよくわからなかった．
　（授業の方法）

1 4.5

・どうして方位によって月の形が大まかに定まるか理解しにく
　いと感じた．特にどこが夕方でE-W軸がどうなって，視点が
　どこなのか．(地球の自転と方位）．

1 4.5

・測定場所や時間が統一されてなかったこと．（授業の方法） 1 4.5
・月の影を見るときの視点．（地球から見た月の形） 1 4.5
・日が経つにつれて，月が，西から東へと移動すると，公転の
　向きが北から見て反時計回りになるというところが，少しわ
　かりにくかった．（月の公転と位置関係）

1 4.5

・どこから見た方向がどっち側なのか，自分が地球上に立って
　みるのか，その場の光景をうつすのか．
　(地球の自転と方位）

1 4.5

・太陽光が真横から当たるという考え方は理解したが，それを
　地球から見たらどのように見えるか．
　（地球から見た月の形）

1 4.5

・月と太陽と地球の位置と地球から見た月の観測を関係させて
　考えることが難しかった．
　（位置関係，地球から見た月の形）

1 4.5

・問題提起，発問. 9 40.9
・無回答． 5 22.7

表３　アンケート２の問１の回答のまとめ
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問１．分からなかった理由 人数 率(%)
・太陽光の方向． 6 27.3
・月，地球，太陽の位置関係． 5 22.7
・朝方と夕方の場所．(自転と位置関係が分かっていない) 1 4.5
・地球からの見方． 1 4.5
・朝方と夕方の月は逆で，満月に近づくにつれ月は東に位置
　する思っていた． 1 4.5
・光の当たる範囲． 1 4.5
・方角．（東西南北） 1 4.5
・問題の意味が理解できなかった．分からなかった． 5 22.7
・分かっていた． 1 4.5

問２．新たに分かったこと（複数回答あり） 人数 率(%)
・同じ時刻に同じ方位に見える月の月齢は一定． 7 31.8
・北から俯瞰して月の公転は反時計回り，月は西から東に移動． 7 31.8
・月の満ち欠けの仕組み． 5 22.7
・夜に月が見えないこともある． 2 9.1
・太陽の光が一方向からくると考えていいこと． 2 9.1
・太陽と月の関係性． 2 9.1
・北から見ると地球の自転は反時計回り． 1 4.5
・満月に近づいていくときは月の右側が明るく見え，満月に
　なった後欠けていくときは左側が明るくなる． 1 4.5

問３　わかりにくかったところ，わからないところ 人数 率(%)
・なぜ太陽の光が朝方は東，夕方は西から差すのか．
　(地球の自転と方位、地球から見た太陽の動き) 2 9.1
・クリノメーターの仰角．（授業の方法） 2 9.1
・月には月齢があり，約30日周期で満ち欠けをしている．アン
　ケートの問題では夕方の18-19時の月の見え方を答えたが，
　月齢を考慮したらよいのかで，考えることが難しくなった．
　（月の公転と位置関係）

1 4.5

・ライトとボールを使ったモデル実験でその位置関係と紙の向
　きを合わせなきゃなのがよくわからなかった．
　（授業の方法）

1 4.5

・どうして方位によって月の形が大まかに定まるか理解しにく
　いと感じた．特にどこが夕方でE-W軸がどうなって，視点が
　どこなのか．(地球の自転と方位）．

1 4.5

・測定場所や時間が統一されてなかったこと．（授業の方法） 1 4.5
・月の影を見るときの視点．（地球から見た月の形） 1 4.5
・日が経つにつれて，月が，西から東へと移動すると，公転の
　向きが北から見て反時計回りになるというところが，少しわ
　かりにくかった．（月の公転と位置関係）

1 4.5

・どこから見た方向がどっち側なのか，自分が地球上に立って
　みるのか，その場の光景をうつすのか．
　(地球の自転と方位）

1 4.5

・太陽光が真横から当たるという考え方は理解したが，それを
　地球から見たらどのように見えるか．
　（地球から見た月の形）

1 4.5

・月と太陽と地球の位置と地球から見た月の観測を関係させて
　考えることが難しかった．
　（位置関係，地球から見た月の形）

1 4.5

・問題提起，発問. 9 40.9
・無回答． 5 22.7

表４ アンケート２の問２の回答のまとめ
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感じた回答があった（表5）．（4)と(6)は，それぞ
れ朝方に東と西の空に見える月の形を問うた問題で
ある．理解できなかった主な原因は，地球の自転と
月の公転の組み合わせにあり，特定の位置にある月
が自転する地球上から特定の時刻（日本時間）に決
まった方位見えることについての理解がやや難しい
点にあると考えられる．したがって，月の公転によ
る位置の変化を学習する前に，太陽と地球の位置関
係において，自転に伴う地球上のある地点（例えば
日本）の時刻の変化を俯瞰的に捉えさせる必要があ
ることがわかった．
　現行の学習指導要領では，地球の自転を天体の日
周運動の動きと関連づけて学習させるのは中学校
第3学年である．新潟市総合教育センターの「授業
に役立つページ」に掲載されている「中学校理科3

（平成22年度）第3学年理科学習指導案 日周運動と
自転」（http://www.netin.niigata.niigata.jp/hiroba/24_t_

rika/tyurika3.pdf）には，「地球と宇宙」の章の「日
周運動と自転」の単元が，地球上の一つの視点で学
習してきた内容に地球外のもう一つの視点が加わる
単元であり，宇宙や天体の学習を理解できない中学
生（第3学年）が多いことが示されている．それに
よると，宇宙や天体の学習を理解できた生徒と大体
理解できた生徒は合わせて26.3 %で，あまり理解
できなかった生徒が47.4 %，全く理解できなかった
生徒が26.3 %と2つが大きい割合を占めている．そ
の中で日周運動（22.7 %），年周運動（24.1 %），南

中高度の季節変化（20.0%）を難しいと感じる生徒
の割合が高いようである．この学習指導案が作成さ
れたのは平成22年で，まだ月の見え方や運動に関
する内容が学習指導要領に含まれていない時点のも
のであるが，すでに「中学校3年生で最初に日周運
動を考える際，日頃の日常生活にはあり得ない，地
球外に視点を置いて天体の動きを考えることができ
ず，苦手意識が大きくなる単元である」ことが指摘
されている．高等学校で地学分野を全く履修してこ
なくなった大学生は，基本的にこの苦手意識を持っ
たままとなるであろう．それが今回の理科教育専修
の学生の調査の結果に結びついているのかもしれな
い．本研究の結果から，月と太陽と地球の位置関係
の中で，地球の自転による時刻（日本時間）の変化
を理解させておくことが重要であることを指摘する．
その上で，公転軌道上の地球と月の関係をとらえさ
せ，地球上から見える月の形を理解させる必要があ
る．
　以上，学習指導要領に示された「月の見え方」（小
学校第4学年），「月と太陽」（小学校第6学年）及び
「地球と宇宙」（中学校第3学年）で学習する「月の
満ち欠け」，「地球から見た月の動き」，「月と太陽と
地球の位置関係」「月の運動（公転）と見え方」に
関する「教える自信」の向上は，月と太陽と地球の
位置関係を地球外からの視点で理解させ，その中で
地球の自転による時刻（日本時間）の変化を理解さ
せておくこと，そして地球上に視点を移して，地球
から見える月の形や運動を理解させることが重要と
考える．

11. まとめ

　本研究では，理科教育専修の学生（2年次）を対
象に，「月の満ち欠け」，「地球から見た月の動き」，「月
と太陽と地球の位置関係」，「月の運動（公転）と見
え方」に関する理解度を簡単なアンケートにより把
握した．その上で実際に4週間の月の観測を行わせ，
その結果をもとにグループで地球から見た月の動き
月の形（満ち欠け），同じ時刻に見える月の形の変
化を「月と太陽と地球の位置関係」と「月の運動（公
転）」について考察させた．またボールとライトを
用いたモデル実験と月齢カレンダーを用いて月齢別
の月の出・入時刻の規則性の調べを行い，再び同じ
アンケートで理解度の変化を見た．その結果，「月
と太陽と地球の位置関係」と「月の見え方」につい
てはほぼ理解したものの，地球の自転と月の公転の

表３ 差替え用 
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問１．分からなかった理由 人数 率(%)
・太陽光の方向． 6 27.3
・月，地球，太陽の位置関係． 5 22.7
・朝方と夕方の場所．(自転と位置関係が分かっていない) 1 4.5
・地球からの見方． 1 4.5
・朝方と夕方の月は逆で，満月に近づくにつれ月は東に位置
　する思っていた． 1 4.5
・光の当たる範囲． 1 4.5
・方角．（東西南北） 1 4.5
・問題の意味が理解できなかった．分からなかった． 5 22.7
・分かっていた． 1 4.5

問２．新たに分かったこと（複数回答あり） 人数 率(%)
・同じ時刻に同じ方位に見える月の月齢は一定． 7 31.8
・北から俯瞰して月の公転は反時計回り，月は西から東に移動． 7 31.8
・月の満ち欠けの仕組み． 5 22.7
・夜に月が見えないこともある． 2 9.1
・太陽の光が一方向からくると考えていいこと． 2 9.1
・太陽と月の関係性． 2 9.1
・北から見ると地球の自転は反時計回り． 1 4.5
・満月に近づいていくときは月の右側が明るく見え，満月に
　なった後欠けていくときは左側が明るくなる． 1 4.5

問３　わかりにくかったところ，わからないところ 人数 率(%)
・なぜ太陽の光が朝方は東，夕方は西から差すのか．
　(地球の自転と方位、地球から見た太陽の動き) 2 9.1
・クリノメーターの仰角．（授業の方法） 2 9.1
・月には月齢があり，約30日周期で満ち欠けをしている．アン
　ケートの問題では夕方の18-19時の月の見え方を答えたが，
　月齢を考慮したらよいのかで，考えることが難しくなった．
　（月の公転と位置関係）

1 4.5

・ライトとボールを使ったモデル実験でその位置関係と紙の向
　きを合わせなきゃなのがよくわからなかった．
　（授業の方法）

1 4.5

・どうして方位によって月の形が大まかに定まるか理解しにく
　いと感じた．特にどこが夕方でE-W軸がどうなって，視点が
　どこなのか．(地球の自転と方位）．

1 4.5

・測定場所や時間が統一されてなかったこと．（授業の方法） 1 4.5
・月の影を見るときの視点．（地球から見た月の形） 1 4.5
・日が経つにつれて，月が，西から東へと移動すると，公転の
　向きが北から見て反時計回りになるというところが，少しわ
　かりにくかった．（月の公転と位置関係）

1 4.5

・どこから見た方向がどっち側なのか，自分が地球上に立って
　みるのか，その場の光景をうつすのか．
　(地球の自転と方位）

1 4.5

・太陽光が真横から当たるという考え方は理解したが，それを
　地球から見たらどのように見えるか．
　（地球から見た月の形）

1 4.5

・月と太陽と地球の位置と地球から見た月の観測を関係させて
　考えることが難しかった．
　（位置関係，地球から見た月の形）

1 4.5

・問題提起，発問. 9 40.9
・無回答． 5 22.7

表５　アンケート２の問３回答
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組み合わせである時刻（日本時間）に特定の方角に
見える月の形の理解がやや難しいことがわかった．
「教える自信」を持たせるためには，月と太陽と地
球の位置関係を地球外からの視点で理解させ，その
中で地球の自転による時刻（日本時間）の変化を理
解させておくことを提案したい．その上で，地球上
に視点を移し，地球から見える月の形や運動を理解
させることが重要と考える．
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資料１ 学習指導要領に示された「月」に関連する学習内容の抜粋 (現行学習指導要領)  
 
 小学校第4学年 小学校第6学年 中学校第3学年 

学習項目 「月と星」 「月と太陽」 「地球と宇宙」 

内容 

月や星を観察し，月の位置と星の明るさ

や色及び位置を調べ，月や星の特徴や動き

についての考えをもつことができるよう

にする． 

 

ア  月は日によって形が変わって見

え，1日のうちでも時刻によって位

置が変わること． 

月と太陽を観察し，月の位置や形と太陽

の位置を調べ，月の形の見え方や表面の様

子についての考えをもつことができるよ

うにする． 

 

ア  月の輝いている側に太陽がある

こと．また，月の形の見え方は，太

陽と月の位置関係によって変わる

こと． 

 

イ  月の表面の様子は，太陽と違いが

あること． 

身近な天体の観察を通して，地球の運動

について考察させるとともに，太陽や惑星

の特徴及び月の運動と見え方を理解させ，

太陽系や恒星など宇宙についての認識を

深める． 

 

イ 太陽系と恒星 

(ｲ) 月の運動と見え方 

 月の観察を行い，その観察記録や資料に

基づいて，月の公転と見え方を関連付けて

とらえること． 

内容の取り扱い （記述なし） 
内容のアについては，地球から見た太陽と

月との位置関係で扱うものとする． 

イの(ｲ)については，日食や月食にも触れ

ること． 

指導要領解説 

天体について興味・関心をもって追求す

る活動を通して，月や星の動きと時間の経

過とを関係付ける能力を育てるとともに，

それらについての理解を図り，月や星に対

する豊かな心情を育て，月や星の特徴や動

きについての見方や考え方をもつことが

できるようにすることがねらいである． 

 

ア  地球から見た月は，東の方から昇

り，南の空を通って西の方に沈むよ

うに見える．また，月は三日月や満

月など日によって形が変わって見

える． 

 ここでは，任意の時刻における月

の位置を，木や建物などの地上の物

を目印にして調べたり，方位で表し

たりする活動を行い，月の位置が時

間の経過に伴って変わることをと

らえるようにする． 

 天体について興味・関心をもって追求す

る活動を通して，月の位置や形と太陽の位

置の関係を推論する能力を育てるととも

に，それらについての理解を図り，月や太

陽に対する豊かな心情を育て，月の形の見

え方や表面の様子についての見方や考え

方をもつことができるようにすることが

ねらいである． 

 

ア  月は日によって形が変わって見

え，月の輝いている側に太陽がある

ことを月と太陽の位置関係との関

連でとらえるようにする．月に見立

てたボールに光をあてるなどのモ

デル実験を通して，太陽と月の位置

と月の見え方の関係を調べ，月は日

によって形が変わって見え，月の輝

いている側に太陽があることをと

らえるようにする．ただし，地球か

ら見た太陽と月の位置関係で扱う

ものとする． 

イ  月は太陽の光を反射しているが，

太陽は自ら光を発している．また，

月の表面にはクレーターなどが見

える．これらのことを月の観察や映

像，模型，資料の活用により捉える

ようにする．月の表面の様子は，双

眼鏡や望遠鏡観察することが考え

られる． 

 

ここでの指導に当たっては，月の形や位

置と太陽の関係を推論し，モデルや図によ

って表現する活動を通して，天体における

月と太陽の位置関係についてとらえるこ

とができるようにする． 

(ｲ) 月の運動と見え方について 

 ここでは，月が約１ヶ月周期で満ち欠け

し，同じ時刻に見える位置が毎日移り変わ

っていくことを，月が地球の周りを公転し

ていることと関連付けてとらえさせるこ

とがねらいである． 

 そのため，例えば，日没直後の月の位置

と形を2週間ほど観察し，その観察記録や

写真，映像などの資料を基に，月の見え方

の特徴を見いださせ，それを太陽と月の位

置関係や月の運動と関連付けて考察させ

る．その際，太陽，月，地球のモデルを用

いて，地球から見える月の形がどのように

変化するかを調べ，それぞれの天体の位置

と地球から見える月の形との関係を説明

させたり，月の満ち欠けの様子や日没直後

の月の位置が西から東へ移動することか

ら，月が公転する向きを推測させたりする

ことが考えられる．ここでの学習において

は，観察者の視点（位置）を移動させ，太

陽，月，地球を俯瞰するような視点から考

えさせることが大切である．また，日食や

月食が月の公転運動とかかわって起こる

現象であることにも触れる． 

 

資料１ 差替え用  
 
 小学校第 4学年 小学校第 6学年 中学校第 3学年 
学習項目 「月と星」 「月と太陽」 「地球と宇宙」 

内容 

月や星を観察し，月の位置と星の明
るさや色及び位置を調べ，月や星の特
徴や動きについての考えをもつこと
ができるようにする． 
 

ア  月は日によって形が変わって見
え，1日のうちでも時刻によって位
置が変わること． 

月と太陽を観察し，月の位置や形と
太陽の位置を調べ，月の形の見え方や
表面の様子についての考えをもつこ
とができるようにする． 
 
ア  月の輝いている側に太陽がある

こと．また，月の形の見え方は，太
陽と月の位置関係によって変わる
こと． 

 
イ  月の表面の様子は，太陽と違いが

あること． 

身近な天体の観察を通して，地球の
運動について考察させるとともに，太
陽や惑星の特徴及び月の運動と見え
方を理解させ，太陽系や恒星など宇宙
についての認識を深める． 
 

イ 太陽系と恒星 
(ｲ) 月の運動と見え方 

 月の観察を行い，その観察記録や
資料に基づいて，月の公転と見え方
を関連付けてとらえること． 

内容の取り扱い （記述なし） 
内容のアについては，地球から見

た太陽と月との位置関係で扱うもの
とする． 

イの(ｲ)については，日食や月食にも
触れること． 

指導要領解説 

天体について興味・関心をもって追
求する活動を通して，月や星の動きと
時間の経過とを関係付ける能力を育
てるとともに，それらについての理解
を図り，月や星に対する豊かな心情を
育て，月や星の特徴や動きについての
見方や考え方をもつことができるよ
うにすることがねらいである． 
 
ア  地球から見た月は，東の方から昇

り，南の空を通って西の方に沈むよ
うに見える．また，月は三日月や満
月など日によって形が変わって見
える． 
ここでは，任意の時刻における月

の位置を，木や建物などの地上の物
を目印にして調べたり，方位で表し
たりする活動を行い，月の位置が時
間の経過に伴って変わることをと
らえるようにする． 

 天体について興味・関心をもって追
求する活動を通して，月の位置や形と
太陽の位置の関係を推論する能力を
育てるとともに，それらについての理
解を図り，月や太陽に対する豊かな心
情を育て，月の形の見え方や表面の様
子についての見方や考え方をもつこ
とができるようにすることがねらい
である． 
 
ア  月は日によって形が変わって見

え，月の輝いている側に太陽がある
ことを月と太陽の位置関係との関
連でとらえるようにする．月に見立
てたボールに光をあてるなどのモ
デル実験を通して，太陽と月の位置
と月の見え方の関係を調べ，月は日
によって形が変わって見え，月の輝
いている側に太陽があることをと
らえるようにする．ただし，地球か
ら見た太陽と月の位置関係で扱う
ものとする． 

イ  月は太陽の光を反射しているが，
太陽は自ら光を発している．また，
月の表面にはクレーターなどが見
える．これらのことを月の観察や映
像，模型，資料の活用により捉える
ようにする．月の表面の様子は，双
眼鏡や望遠鏡観察することが考え
られる． 

 
ここでの指導に当たっては，月の形

や位置と太陽の関係を推論し，モデル
や図によって表現する活動を通して，
天体における月と太陽の位置関係に
ついてとらえることができるように
する． 

(ｲ) 月の運動と見え方について 
  ここでは，月が約１ヶ月周期で満
ち欠けし，同じ時刻に見える位置が
毎日移り変わっていくことを，月が
地球の周りを公転していることと
関連付けてとらえさせることがね
らいである． 
 そのため，例えば，日没直後の月
の位置と形を 2週間ほど観察し，そ
の観察記録や写真，映像などの資料
を基に，月の見え方の特徴を見いだ
させ，それを太陽と月の位置関係や
月の運動と関連付けて考察させる．
その際，太陽，月，地球のモデルを
用いて，地球から見える月の形がど
のように変化するかを調べ，それぞ
れの天体の位置と地球から見える
月の形との関係を説明させたり，月
の満ち欠けの様子や日没直後の月
の位置が西から東へ移動すること
から，月が公転する向きを推測させ
たりすることが考えられる．ここで
の学習においては，観察者の視点
（位置）を移動させ，太陽，月，地
球を俯瞰するような視点から考え
させることが大切である．また，日
食や月食が月の公転運動とかかわ
って起こる現象であることにも触
れる． 

 



新潟大学教育学部研究紀要　第 10 巻　第１号54

資料２ 学習指導要領に示された「月」に関連する学習内容の抜粋 (平成32年度から適用される学習指導要領) 
 
 小学校第4学年 小学校第6学年 中学校第3学年 

学習項目 「月と星」 「月と太陽」 「地球と宇宙」 

内容 

 月や星の特徴について,位置の変化や時

間の経過に着目して,それらを関係付けて

調べる活動を通して,次の事項を身に付け

ることかできるよう指導する． 

 

ア  次のことを理解するとともに，観

察，実験などに関する技能を身につ

けること． 

 

(ｱ)  月は日によって形が変わって見

え，1日のうちでも時刻によって位

置が変わること． 

 

イ  月や星の特徴について追求する

中で，既習の内容や生活経験を基

に，月や星の位置の変化と時間の経

過との関係について，根拠のある予

想や仮説を発想し，表現すること． 

 月の形の見え方について，月と太陽の位

置に着目して，それらの位置関係を多面的

に調べる活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する． 

 

ア  次のことを理解するとともに，観

察，実験などに関する技能を身に付

けること． 

 

(ｱ)  月の輝いている側に太陽がある

こと．また,月の形の見え方は，太

陽と月との位置関係によって変わ

ること． 

 

イ  月の形の見え方について追求す

る中で，月の位置や形と太陽の位置

との関係について，より妥当な考え

をつくりだし，表現すること． 

 身近な天体の観察，実験などを通して，

次の事項を身に付けることができるよう

指導する． 

 

ア  身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，次のことを理

解するとともに，それらの観察，実

験などに関する技能を身に付ける

こと． 

 

(ｲ) 太陽系と恒星 

㋒ 月や金星の運動と見え方 

月の観察を行い，その観察記録や資

料に基づいて月の公転と見え方を関

連付けて理解すること． 

内容の取り扱い （記述なし） 

内容のアの(ｱ)については，地球から見た

太陽と月との位置関係で扱うものとする． 

アの(ｲ)の㋒の「月の公転と見え方」につ

いては，月の運動と満ち欠け」を扱うこと．

その際，日食や月食にも触れること． 

 
 
資料３ アンケート１ 

 

資料２ 差替え用 
 
 小学校第 4学年 小学校第 6学年 中学校第 3学年 
学習項目 「月と星」 「月と太陽」 「地球と宇宙」 

内容 

 月や星の特徴について,位置の変化
や時間の経過に着目して,それらを関
係付けて調べる活動を通して,次の事
項を身に付けることかできるよう指導
する． 
 
ア  次のことを理解するとともに，観

察，実験などに関する技能を身につ
けること． 

(ｱ)  月は日によって形が変わって見
え，1 日のうちでも時刻によって
位置が変わること． 

 
イ  月や星の特徴について追求する

中で，既習の内容や生活経験を基
に，月や星の位置の変化と時間の経
過との関係について，根拠のある予
想や仮説を発想し，表現すること． 

 月の形の見え方について，月と太陽
の位置に着目して，それらの位置関係
を多面的に調べる活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指
導する． 
 
ア  次のことを理解するとともに，観

察，実験などに関する技能を身に付
けること． 

(ｱ)  月の輝いている側に太陽がある
こと．また,月の形の見え方は，太
陽と月との位置関係によって変わ
ること． 

 
イ  月の形の見え方について追求する

中で，月の位置や形と太陽の位置と
の関係について，より妥当な考えを
つくりだし，表現すること． 

 身近な天体の観察，実験などを通し
て，次の事項を身に付けることができ
るよう指導する． 
 
ア  身近な天体とその運動に関する特

徴に着目しながら，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付けるこ
と． 

(ｲ) 太陽系と恒星 
㋒  月や金星の運動と見え方 

月の観察を行い，その観察記録
や資料に基づいて月の公転と見え
方を関連付けて理解すること． 

内容の取り扱
い （記述なし） 

内容のアの(ｱ)については，地球から
見た太陽と月との位置関係で扱うもの
とする． 

アの(ｲ)の㋒の「月の公転と見え方」
については，月の運動と満ち欠け」を
扱うこと．その際，日食や月食にも触
れること． 

 


